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10	 令和元年第3回東京二十三区清掃一部事務組合議会
	 臨時会の結果
	 令和元年第4回東京二十三区清掃一部事務組合議会
	 定例会の結果
12	 エネルギーの地産地消に取り組んでいます
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10	 令和元年第4回特別区競馬組合議会定例会の結果
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配信開始日時 配信予定期間 提　供 番　　組　　名 サブタイトル（または放送内容）

2月 7日
2/7（金）～4/7（火） 台東区 令和元年度 

TAITO産業賞受賞企業紹介

区内産業の活性化と地域の発展に貢献されて
いる企業を表彰する「TAITO産業賞」
この番組では、受賞企業の歴史や取り組みに
ついてご紹介します！

2/7（金）～4/7（火） 荒川区 こんにちは荒川区 奥の細道矢立初めの地 子ども俳句相撲大会

2月14日
2/14（金）～4/14（火） 葛飾区 未定 未定

2/14（金）～4/14（火） 江戸川区 えどがわ区民ニュース 未定

2月21日 2/21（金）～4/21（火） 練馬区 ねりまほっとライン 新しくなった！「練馬みどりの葉っぴい基金」

2月28日 2/28（金）～4/28（火） 板橋区 魅力発信！いたばしナビ 子育て応援主婦バンド「音ごはん」を特集

TOKYO MX
番組配信サービス
「エムキャス」
23区広報番組
毎週金曜日配信予定

TOKYO MX1

毎週土曜日 11：00～11：55
週末ハッピーライフ！お江戸に恋して

2月放送予定表

 区長にききたい東京ハッピーライフ
放送日 ゲスト区長

2月 1日（土） 文京区 成澤　廣修 区長
2月 8日（土） 千代田区 石川　雅己 区長
2月15日（土） 台東区 服部　征夫 区長
2月22日（土） 中野区 酒井　直人 区長
2月29日（土） 港区 武井　雅昭 区長

2020年は、東京2020オリンピック・パラリンピック	
競技大会開催の年です。巻頭特集では、聖火	
リレーが巡回する順に、東京2020オリンピック・	
パラリンピック競技大会への23区の取り組みを	
紹介していきます。Next（令和２年２月号）≫≫≫

　第３回〈中野区〉　第４回〈練馬区〉
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「特別区全国連携プロジェクト」
の取り組みについて

　

宿
泊
所
「
新
幸
荘
」
は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く

生
活
困
窮
者
の
た
め
に
無
料
ま
た
は
低
額
な
使
用
料

で
居
室
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。

　

こ
の
た
び
の
工
事
は
、
建
物
が
２
棟
で
構
成
さ
れ

て
い
る
う
ち
の
第
２
棟
の
改
修
工
事
で
、
令
和
元
年

11
月
末
に
竣
工
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
、（
社
福
）
特

別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
社
会
福
祉
事
業
団
を
指

定
管
理
者
と
し
て
事
業
を
再
開
し
ま
す
。

■
整
備
の
経
緯

　

改
修
前
の
「
新
幸
荘
第
２
棟
」
は
、
昭
和
55
年
に

建
設
さ
れ
た
宿
泊
所
で
、
設
備
等
の
劣
化
が
著
し
い

施
設
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
27
年
12
月
策
定
の
『
厚
生
関
係

施
設
再
編
整
備
計
画
』（
平
成
28
年
度
〜
30
年
度
）
で
、

設
備
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容

　
「
新
幸
荘
第
２
棟
」
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

地
上
３
階
建
て
の
建
物
で
、
改
修
に
つ
い
て
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
躯
体
等
、
既
存
の
建
物
を
最
大
限
有
効

活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

居
室
に
つ
い
て
は
中
世
帯
向
け
２
Ｄ
Ｋ
の
み
の
施

設
で
し
た
が
、
家
族
構
成
の
多
様
化
に
伴
い
、
単
身

タ
イ
プ
を
メ
イ
ン
に
大
家
族
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
各
階
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
た
め
、
構
造
計

算
を
行
い
、
安
全
性
を
確
保
し
た
う
え
で
、
界
壁
等

を
撤
去
し
、
住
戸
タ
イ
プ
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

既
存
は
２
Ｄ
Ｋ
が
26
室
あ
っ
た
も
の
を
単
身
向
け

の
１
Ｒ
（
ワ
ン
ル
ー
ム
）
を
18
室
、
小
世
帯
向
け
の

１
Ｒ
（
ワ
ン
ル
ー
ム
）
を
６
室
、
中
世
帯
向
け
の
１

Ｄ
Ｋ
を
８
室
、
及
び
大
家
族
向
け
の
２
Ｄ
Ｋ
を
２
室
、

車
椅
子
利
用
者
（
介
助
者
同
伴
）
を
想
定
し
た
多
目

的
室
を
１
室
用
意
し
、

35
室
に
改
修
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
設
備
の
更
新

に
伴
い
直
結
給
水
方
式

へ
の
変
更
や
居
住
環
境

改
善
面
で
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
各
住
戸

へ
の
浴
室
の
新
設
、
利

用
者
用
児
童
室
の
設
置

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
後
の
施
設
整
備

　

今
後
の
施
設
整
備
と
し
て
、
宿
泊
所
「
高
浜
荘
」

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
移
転
改
築
（
令
和
２

年
度
着
工
、
令
和
５
年
度
竣
工
予
定
）
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
一
時
的
に
入
所
定
員
が
減
る
な

ど
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）

　

令
和
元
年
11
月
26
日
（
火
）・
27
日
（
水
）
の
２
日

間
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
域
的
連

携
の
一
環
と
し
て
、「
宇
治
茶
の
味
わ
い
体
験
in
渋
谷

ヒ
カ
リ
エ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

渋
谷
区
と
京
都
や
ま
し
ろ
地
域
12
市
町
村
は
、
相

互
に
協
力
し
て
、
双
方
が
共
に
発
展
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
方
再
生
法
に
基
づ
く
地
域
再
生
計
画
を
共

同
作
成
し
、「
京
都
や
ま
し
ろ
地
域
と
東
京
し
ぶ
や
連

携
交
流
事
業
（
仮
）」
を
令
和
２
年
度
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
お
茶
の
ブ
ラ
ン
ド

「
宇
治
茶
」
の
試
飲
体
験
、
宇
治
茶
を
は
じ
め
と
す
る

特
産
品
販
売
、
パ
ネ
ル
展
示
や
映
像
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
に
よ
り
京
都
や
ま
し
ろ
地
域
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
宇
治
茶
を
介
し
た
両
地
域
の
交
流
に
よ

り
、
魅
力
の
再
発
見
や
新
た
な
価
値
の
創
造
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

イベント会場の様子

「宇治茶」試飲体験

建物の外観

居室の様子

宿
泊
所
「
新
幸
荘
第
２
棟
」
の

改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た

京
都
や
ま
し
ろ
地
域
×
東
京
し
ぶ
や

連
携
交
流
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
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令和元年度管理職選考合格者の発表及び
択一・短答式問題受験の免除者の通知

　

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
11
月
29
日
（
金
）、
令
和

元
年
度
管
理
職
選
考
合
格
者
の
発
表
及
び
択
一
・
短

答
式
問
題
受
験
の
免
除
者
の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

  

管
理
職
選
考
合
格
者

１
８
８
人
が
最
終
合
格

〈
合
格
者
数
〉

　

今
年
度
の
管
理
職
選
考
合
格
者
数
は
、
Ⅰ
類

１
４
５
人
、
Ⅱ
類
43
人
で
合
計
１
８
８
人
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
度
と
比
較
し
、
Ⅰ
類
は
２
人
増
、
Ⅱ
類
は
10

人
減
と
な
り
ま
し
た
。

〈
合
格
率
〉

　

合
格
率
は
、
Ⅰ
類
が
28
・
５
％
、
Ⅱ
類
が
62
・
３
％
、

Ⅰ
・
Ⅱ
類
合
計
で
32
・
５
％
で
し
た
。
合
格
率
を
受

験
方
式
別
に
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
は
昨
年
度
比

０
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
の
24
・
６
％
、
免
除
受
験
方
式

（
※
１
）
は
同
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
の
31
・
９
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ⅰ
類
合
格
者
全
体
に
占
め
る
免
除
受
験
者

の
割
合
は
、合
格
者
１
４
５
人
中
87
人
の
60
・
０
％
で
、

昨
年
度
と
比
較
し
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
１
） 

免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験

の
免
除
資
格
を
得
て
い
る
者
が
、
記
述
式
問
題
及

び
論
文
式
問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

  

択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
取
得
者

１
８
０
人
が
免
除
資
格
を
取
得

〈
免
除
資
格
の
取
得
者
数
〉

　

免
除
資
格
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
成
績
が

上
位
30
％
程
度
の
者
に
、
原
則
翌
年
度
以
降
の
３
年

間
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
受
験
を
免
除
す
る
も
の

で
す
。

　

今
年
度
は
、
免
除
対
象
者
（
※
２
）
６
４
７
人
の

う
ち
１
８
０
人
（
27
・
８
％
）
が
免
除
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。

（
※
２
） 

免
除
対
象
者
と
は
、
全
部
受
験
方
式
で
受
験
し
、

合
格
に
い
た
ら
な
か
っ
た
者
並
び
に
分
割
受
験
方

式
及
び
前
倒
し
受
験
方
式
で
受
験
し
た
者
を
い
い

ま
す
。

〈
免
除
資
格
の
取
得
率
〉

　

受
験
方
式
別
で
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
が
20
・

１
％
、
分
割
受
験
方
式
が
23
・
８
％
、
前
倒
し
受
験

方
式
が
34
・
２
％
で
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、

前
倒
し
受
験
方
式
の
免
除
資
格
の
取
得
率
が
最
も
高

い
こ
と
か
ら
、
若
年
層
の
意
欲
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

免
除
資
格
の
取
得
者
は
、
今
年
度
の
管
理
職
選
考

合
格
率
（
全
部
受
験
方
式
24
・
６
％
、
免
除
受
験
方

式
31
・
９
％
）
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
合
格
へ

の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
管
理
職
選
考
で
は
台
風
の
影
響
で
口
頭

試
問
を
延
期
す
る
等
の
想
定
外
の
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
無
事

に
合
格
発
表
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

人
事
委
員
会
事
務
局
と
し
て
は
、
今
後
も
、
一
定

水
準
の
管
理
職
が
退
職
し
、
需
要
数
も
近
年
と
同
様

に
増
加
傾
向
で
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
有
資
格
者
の
方
の
積
極
的
な
受
験
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

　

免
除
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
を
含
め
、
来
年
度
の

管
理
職
選
考
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
明
確
な
目

標
を
持
っ
て
管
理
職
選
考
に
向
け
た
勉
強
や
日
常
業

務
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和元年度管理職選考免除者総括表（選考区分別・受験方式別）

（単位：人、％）
対象者数 免除者数 免除率

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し
A A1 A2 A3 B B1 B2 B3 B/A B1/A1 B2/A2 B3/A3

事　務 478 128 111 239 133 23 25 85 27.8 18.0 22.5 35.6 

技
　
術

Ⅰ 69 19 22 28 18 6 4 8 26.1 31.6 18.2 28.6 
Ⅱ 50 11 16 23 15 2 5 8 30.0 18.2 31.3 34.8 
Ⅲ 50 11 19 20 14 3 6 5 28.0 27.3 31.6 25.0 

小  計 169 41 57 71 47 11 15 21 27.8 26.8 26.3 29.6 
合　計 647 169 168 310 180 34 40 106 27.8 20.1 23.8 34.2 

注１　対象者数とは、受験者数から合格者数等を除いた数である。
　２　全部とは、全部受験方式で筆記考査全てを受験した者
　３　分割とは、分割受験方式で受験した者
　４　前倒しとは、前倒し受験方式で受験した者
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令和元年度管理職選考　区別・選考区分別合格者数

区名
Ⅰ類 Ⅱ類

合計
事務 技術Ⅰ 技術Ⅱ 技術Ⅲ 小計 事務 技術 小計

千代田 6 6 1 1 7

中　央 1 1 2 2

港 6 2 8 1 1 9

新　宿 7 7 7

文　京 3 3 1 1 4

台　東 5 5 2 2 7

墨　田 4 3 7 3 1 4 11

江　東 5 1 1 1 8 1 1 2 10

品　川 6 1 7 1 1 8

目　黒 3 1 4 2 2 6

大　田 7 4 1 1 13 1 2 3 16

世田谷 5 3 1 9 6 1 7 16

渋　谷 3 1 4 1 1 5

中　野 1 1 1 1 2

杉　並 4 1 5 1 1 6

豊　島 4 2 6 2 1 3 9

北 3 1 1 5 1 1 6

荒　川 5 1 6 1 1 7

板　橋 4 1 1 6 1 1 7

練　馬 7 1 1 9 9

足　立 4 4 1 1 5

葛　飾 6 1 7 2 2 9

江戸川 4 2 6 4 4 10

特人厚 1 1 1 1 2

特競馬 1 1 1 1 2

清　掃 1 1 3 5 1 1 6

計 106 15 16 8 145 37 6 43 188

令和元年度管理職選考実施状況

Ⅰ類（全部及び免除受験方式）及びⅡ類� （単位：人、％）

種別 選考区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C／A）

元
年度

30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減

Ⅰ類

事　務 367 358 9 197 212 △ 15 106 106 0 28.9 29.6 △ 0.7

技
　
術

Ⅰ 65 67 △ 2 23 24 △ 1 15 16 △ 1 23.1 23.9 △ 0.8

Ⅱ 36 38 △ 2 21 16 5 16 14 2 44.4 36.8 7.6

Ⅲ 41 45 △ 4 12 9 3 8 7 1 19.5 15.6 3.9

小計 142 150 △ 8 56 49 7 39 37 2 27.5 24.7 2.8

Ⅰ類計 509 508 1 253 261 △ 8 145 143 2 28.5 28.1 0.4

Ⅱ類

事　務 54 81 △ 27 43 63 △ 20 37 42 △ 5 68.5 51.9 16.6

技　術 15 21 △ 6 9 12 △ 3 6 11 △ 5 40.0 52.4 △ 12.4

Ⅱ類計 69 102 △ 33 52 75 △ 23 43 53 △ 10 62.3 52.0 10.3

合　計 578 610 △ 32 305 336 △ 31 188 196 △ 8 32.5 32.1 0.4

Ⅰ類（全部受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C／A）

元
年度

30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減

Ⅰ類
（全部）

事　務 177 174 3 70 81 △ 11 41 48 △ 7 23.2 27.6 △ 4.4

技
　
術

Ⅰ 24 30 △ 6 4 7 △ 3 4 4 0 16.7 13.3 3.4

Ⅱ 21 15 6 12 4 8 10 2 8 47.6 13.3 34.3

Ⅲ 14 9 5 5 2 3 3 1 2 21.4 11.1 10.3

小計 59 54 5 21 13 8 17 7 10 28.8 13.0 15.8

合　計 236 228 8 91 94 △ 3 58 55 3 24.6 24.1 0.5

Ⅰ類（免除受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C／A）

元
年度

30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減
元

年度
30
年度

増減

Ⅰ類
（免除）

事　務 190 184 6 127 131 △ 4 65 58 7 34.2 31.5 2.7

技
　
術

Ⅰ 41 37 4 19 17 2 11 12 △ 1 26.8 32.4 △ 5.6

Ⅱ 15 23 △ 8 9 12 △ 3 6 12 △ 6 40.0 52.2 △ 12.2

Ⅲ 27 36 △ 9 7 7 0 5 6 △ 1 18.5 16.7 1.8

小計 83 96 △ 13 35 36 △ 1 22 30 △ 8 26.5 31.3 △ 4.8

合　計 273 280 △ 7 162 167 △ 5 87 88 △ 1 31.9 31.4 0.5
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12
月
16
日
（
月
）
に
第
４
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
案
件

・ 

令
和
元
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

（
可
決
）

条
例
案
件

・ 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

・ 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
職
員
の
退
職
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

・ 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

　

12
月
18
日
（
水
）
に
第
４
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・ 

特
別
区
競
馬
組
合
副
管
理
者
（
常
勤
）
の
選
任
の

同
意
に
つ
い
て 

（
同
意
）

・ 

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

・ 

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

・ 

令
和
元
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
） 

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

　

12
月
18
日
（
水
）
に
第
３
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・ 

副
議
長
選
挙

　

当
選
者　

平
田
み
つ
よ
し
議
員
（
葛
飾
区
議
会
議
長
）

・ 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

・ 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

　

12
月
26
日
（
木
）
に
第
４
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・ 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

（
可
決
）

・ 

渋
谷
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

（
可
決
）

・ 

目
黒
清
掃
工
場
建
替
工
事
請
負
契
約
の
契
約
変
更

に
つ
い
て 

（
可
決
）

・ 

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て 
（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

■
こ
れ
か
ら
の
木
材
利
用
～
み
ん
な
で
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ

ン
ジ
～

■
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局

か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て

■
狂
犬
病
予
防
定
期
集
合
注
射
料
金
の
改
定
等
に
つ

い
て

■
災
害
廃
棄
物
受
入
意
向
調
査
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■
労
務
交
渉
に
つ
い
て

■
令
和
２
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■
東
京
都
予
算
に
対
す
る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
第
３
回
都
区
協
議
会
及
び
知
事
と
特

別
区
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
特
別
区
長
会
補
正
予
算（
第
２
次
）に

つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
令
和
２
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
状
況
に
つ
い
て

■
市
議
会
議
員
共
済
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会「
都
県
提
出
議
案
」に
つ
い
て

■
議
長
会
研
修
視
察
日
程
に
つ
い
て

■
令
和
２
年
度
議
長
会
関
係
役
職
等
の
選
任
方
法
に

つ
い
て

■
議
長
会
研
究
会
の
実
施
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
元
年
第
４
回

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
元
年
第
３
回

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

令
和
元
年
第
４
回

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
元
年
第
４
回
特
別
区

競
馬
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

12.16

区
長
会

12.18

議
長
会

令
和
元
年
12
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等
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首都大学東京オープンユニバーシティ
飯田橋キャンパスより
2月開講講座のご案内です！！

●サムライってなに？ ―『江戸藩邸物語』の世界―� 【講座コード：1941T014】

●東京の考古学 ―遺跡と遺物が語る旧石器・縄文時代像―
　� 【講座コード：1941T005】

　戦乱の世が終わり「徳川の平和」が訪れた17世紀の
日本。武士の社会は大きな変貌を遂げます。各藩の江戸
藩邸は、他藩との交際や幕府への対応に神経をとがらせ、
自藩の家臣たちが問題を起こさぬよう、紛争回避のため
のさまざまな作法や規則を整備しました。
　戦士の面目を保ちながら、“戦ってはいけない”時代
への順応を迫られた武士たち。水戸藩の支藩である陸奥
国守山藩の藩邸記録等を中心に、武士社会の日常に光を
当てます。

　大森貝塚の発見以来、東京都内では数多くの遺跡が発
掘され、旧石器時代から近世・近代にかけての調査成果
が積み重ねられてきました。本講座では、旧石器・縄文
時代に焦点をしぼり、東京の遺跡から見た旧石器・縄文
時代像に迫ります。いにしえの東京人たちが送っていた
生活とはどのようなものであったのでしょうか。遺跡や
遺物からわかることを分かりやすく解説します。

●旧石器・縄文時代の植生と植物利用
●旧石器時代から縄文時代へ～過渡期の石器～

●サムライの矜持
●武士道のあり方
●武士の日常
●見出された老い

●縄文時代の人々と貝塚
●東京内陸部の縄文時代

講　師：氏家　幹人（うじいえ　みきと）
　　　　歴史学者
日　程：2/18～3/10　火曜4回
時　間：19：00～20：30
受講料：10,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

講　師：鈴木　伸哉（すずき　しんや）　他3名
　　　　（公財）東京都スポーツ文化事業団
　　　　東京都埋蔵文化財センター　副主任調査研究員
日　程：2/8～3/7　土曜4回
時　間：10：30～12：00
受講料：10,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

＊講座の概要については、首都大学東京オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。�（特別区協議会事業部）

※�特別区職員互助組合員の方はお申込みの際、必ず
お電話で同組合員である旨と『組合員番号』を
お申し出ください。

＜問い合わせ先＞
　首都大学東京オープンユニバーシティ事務室
　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
　Tel. 03－3288－1050
　（平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
休
館
中
は
資
料
の
貸
出
予
約
と
返
却

を
中
止
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
26
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
財
）特
別
区
協
議
会

　
　
　
　

事
業
部
調
査
研
究
課

　

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
３
（
５
２
１
０
）
９
０
５
１
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エネルギーの地産地消に取り組んでいます
　

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で
は
、

現
在
21
の
清
掃
工
場
（
う
ち
２
工
場
は

建
替
え
中
）
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
清
掃
工
場
は
、
単
に
ご
み

を
燃
や
し
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
燃
や
す
際
に
発
生
す
る
熱
を
利
用

し
て
発
電
等
を
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

回
収
し
て
い
ま
す
。
23
区
内
に
あ
る
清

掃
工
場
で
は
、
稼
働
中
の
全
て
の
工
場

で
発
電
機
を
備
え
、
日
々
「
都
会
の
発

電
所
」
と
し
て
、
電
力
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
、
清
掃
一
組

で
は
、
清
掃
工
場
で
発
生
す
る
余
剰
電

力
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
自
己

託
送
制
度
を
活
用
し
た
電
力
の
地
産

地
消
に
よ
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。

「
地
産
地
消
」
っ
て
？

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、「
地
産
地
消
」

と
言
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

　

昭
和
50
年
代
前
半
に
、
元
々
は
農
業

で
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
地
域
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
を
、
地
域
で
消
費
し
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
を
「
地
産
地
消
」

と
呼
び
ま
す
。

　

農
業
に
お
け
る
地
産
地
消
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
買
う
側
は
身
近
な
場
所

か
ら
新
鮮
で
よ
り
安
価
に
農
産
物
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
売
る
側
は
流
通
経
費

の
節
減
に
よ
り
収
益
性
の
向
上
が
期
待

で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

続
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

の
前
に
、
清
掃
一
組
の
電
気
事
業
を
説

明
し
ま
す
。

清
掃
一
組
の
電
気
事
業
の
現
状
は
？

　

清
掃
一
組
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
発
電

し
た
電
力
を
自
工
場
で
使
う
自
家
消
費

を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
余
っ
た
電
力

は
、
電
気
事
業
者
に
売
却
（
売
電
）
し

て
い
ま
す
。
こ
の
電
力
は
、
一
般
の
送

配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、
現
在

は
、東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
（
株
）

又
は
東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
に
売

却
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
に
売
却

さ
れ
た
電
力
は
、
小
中
学
校
等
の
23
区

施
設
に
供
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
清
掃

工
場
の
電
力
の
一
部
は
電
気
事
業
者
に

売
却
さ
れ
、
最
終
的
に
電
気
の
使
用
者

に
供
給
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

清
掃
一
組
の
各
施
設
で
使
用
さ
れ
る

電
力
は
、
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
、
小
売
電
気
事
業
者
か
ら
供
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
全
て
の
施
設
で
そ
れ

ぞ
れ
電
力
購
入
の
契
約
を
締
結
し
て
お

り
、
平
成
30
年
度
ま
で
は
、
売
電
と
買

電
は
分
離
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
下
図

灰
色
矢
印
参
照
）

　

発
電
し
た
電
力
を
自
工
場
以
外
で
使

用
す
る
た
め
に
は
、
後
述
す
る
自
己
託

送
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自

己
託
送
は
売
電
と
買
電
を
別
々
の
場
所

で
同
時
に
行
う
こ
と
と
な
り
、
売
電
や

買
電
と
も
異
な
る
契
約
や
手
続
き
、
実

施
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
地
消
」っ
て
？

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
は
、
発

電
施
設
の
周
辺
あ
る
い
は
同
一
敷
地
内

の
公
共
施
設
等
に
対
し
、
熱
や
電
力
を

供
給
し
使
用
す
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
、

植
物
園
や
温
水
プ
ー
ル
に
熱
を
供
給
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

同
様
に
、
発
電
施
設
の
近
く
に
防
災

拠
点
を
設
け
、
電
力
を
供
給
す
る
例
も

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
で
使
用
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
作
り
、
使
用
す
る

と
い
う
試
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
い
う
仕
組
み
な
の
？

　

清
掃
一
組
が
管
理
す
る
清
掃
工
場
で

発
生
し
た
余
剰
電
力
の
一
部
を
、
一
般

の
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
、
別

の
施
設
に
送
電
（
自
己
託
送
）
し
て
使

用
し
ま
す
。（
上
図
斜
線
矢
印
参
照
）

　

清
掃
一
組
で
は
、
清
掃
工
場
の
他
に

も
施
設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
中
央
防
波
堤
内
側
埋
立
処
分
場
に

は
、
中
防
処
理
施
設
管
理
事
務
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
務
所
で
は
、
不
燃
ご

み
と
粗
大
ご
み
を
処
理
す
る
２
施
設
を

管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
清
掃
工
場

と
違
い
、
発
電
設
備
が
な
い
た
め
、
使

用
電
力
は
全
量
を
小
売
電
気
事
業
者
か

ら
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
防
処
理
施
設
管
理
事
務
所

は
、
清
掃
工
場
と
異
な
り
、
夜
間
は
稼

働
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
昼
間

の
消
費
電
力
が
大
き
く
な
り
、
夜
間
は

減
り
ま
す
。
今
回
の
計
画
で
は
、
施
設

管
理
上
必
要
で
昼
夜
を
問
わ
ず
消
費
す

る
部
分
の
電
力
（
ベ
ー
ス
電
力
）
を
清

掃
工
場
か
ら
送
電
し
、
昼
間
使
う
部
分

は
小
売
電
気
事
業
者
か
ら
入
札
で
購
入

し
ま
す
。

　

自
己
託
送
制
度
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
送
電
す
る
分
の
電
力
売
却

収
入
は
減
り
ま
す
が
、
一
方
で
電
力
の

購
入
金
額
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。
売
る

よ
り
買
う
方
が
高
く
な
る
た
め
、
総
合

的
に
は
財
政
効
果
は
大
き
く
な
り
ま

す
。

 

ま
た
、
廃
棄
物
発
電
電
力
の
有
効
活

用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
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自
己
託
送
の
実
施
体
制
に
つ
い
て

　

次
に
、
稼
働
中
の
19
清
掃
工
場
の
う

ち
、
ど
の
清
掃
工
場
か
ら
送
電
を
行
う

か
検
討
し
ま
し
た
。

　

送
電
元
施
設
と
し
て
３
つ
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
１
点
目
に
中
防
処
理
施
設

管
理
事
務
所
で
使
用
す
る
電
力
以
上
の

送
電
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
２
点
目
に

焼
却
炉
の
計
画
外
停
止
時
に
も
送
電
が

で
き
る
よ
う
複
数
の
焼
却
炉
が
あ
る
こ

と
、
３
点
目
に
定
期
補
修
工
事
時
期
の

平
準
化
が
図
れ
る
こ
と
で
す
。

　

以
上
の
条
件
を
満
た
す
清
掃
工
場
と

し
て
港
、
新
江
東
、
北
、
江
戸
川
の
４

清
掃
工
場
を
選
定
し
ま
し
た
。
実
際
に

は
こ
の
４
清
掃
工
場
の
電
力
を
組
合
せ

て
送
電
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

実
績
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
自
己
託
送

で
す
が
、
９
月
末
ま
で
の
半
年
間
に
わ

た
り
、
大
き
な
問
題
も
な
く
、
概
ね
計

画
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
故
障
や
定
期
補
修
工
事
に
よ
り
送

電
す
る
工
場
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
事
前
に
こ
の
よ
う
な
リ
ス

ク
を
想
定
し
対
策
し
て
い
た
た
め
、
精

度
の
高
い
送
電
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

む
す
び
に

　

自
己
託
送
制
度
へ
の
取
り
組
み
は
平

成
30
年
度
か
ら
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
に
は
な
い
取
り
組
み
だ
っ
た
た

め
契
約
や
手
続
き
に
も
慣
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
確
実
に
自
己
託
送
を
実
施

し
歳
出
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

自
己
託
送
に
よ
り
培
っ
た
知
見
を
今
後

の
電
気
事
業
の
制
度
改
革
に
生
か
し
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
清
掃
一
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
技
術
課
）

　東京二十三区清掃一部事務組合（以下「清掃一組」という。）では、清掃事業への理解を深めていただくための
パンフレット「ごみれぽ 23」を毎年12月中旬に発行しています。
　「ごみれぽ23 」は、清掃一組が行うごみの中間処理に関する説明が中心となっていますが、ごみの収集・運搬
や資源回収、3R、埋立処分場の状況など、23区で行われている清掃事業全体についても記載しています。また、子
ども向けに「ごみれぽ 23 kids」、外国の方向けに「Waste Report 23」も発行しています。
　清掃一組本庁舎、各清掃工場・中防処理施設管理事務所で配布しているほか、清掃一組ホームページでも閲覧で
きます。
　循環型社会の形成をめざす清掃一組の事業や取り組み、そして、23区で行われている清掃事業の現状をご理解い
ただく手助けとしてどうぞご活用ください。ぜひ一度、ご覧ください。

23区のごみの中間処理に関する情報は「ごみれぽ 23」で !

「ごみれぽ」表紙

（左：一般向け、右：子ども向け）　
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【11月3日にJBC競走を開催！！】
　2020年のTCKは、11月3日（火・祝）に第20回JBC競走を開催します。JBCは、全国の競馬場で持ち回りで開催されて
おり、1日に複数の大レースを実施することから「ダート競馬の祭典」と称されています。TCKでJBCを開催するのは
2017年以来、3年ぶり8回目となります
　今回のJBCでは、中長距離チャンピオンを決めるJBCクラシック、スピード自慢が集うJBCスプリント、牝馬NO.1
を決めるJBCレディスクラシックの3競走をTCKで実施するほか、新たに2歳の若駒の馬NO.1を決めるJBC2歳優駿が
門別競馬場で実施されます。2つの競馬場でJBCを開催するのは初めてのことであり、さらに豪華な1日となります。
　6月の帝王賞、12月の東京大賞典と並ぶダートの頂上決戦を、大井競馬場でお楽しみください。

【1月から3月は昼間開催！！】
　2020年の1月から3月は昼間開催となります。開催日は計20日間（4回開催）で、各開催で重賞レースが行われます。
　JRAからも強豪馬が参戦し、牝馬のNO.1を争う真冬の女王決定戦「TCK女王盃」、国内のダート重賞最長距離2,600m
の舞台にスタミナ自慢が集う「金盃」、成長著しい3歳馬たちが春の大一番に向けて飛躍を誓う「雲取賞」「京浜盃」など、
注目のレースが目白押しです。
　今年は日曜と祝日の開催が1日ずつありますので、平日の昼間は来ることができない方もこれを機会にご来場ください！

＜1～3月の開催日程、重賞＞
　1 月20日（月）～ 1 月24日（金）　　　　　1 月22日（水）TCK女王盃（JpnⅢ）
　2 月 3 日（月）～ 2 月 7 日（金）　　　　　2 月 5 日（水）金盃（SⅡ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 月 6 日（木）雲取賞（SⅢ）
　2 月24日（月・振）～ 2 月28日（金）　　　2 月26日（水）フジノウェーブ記念（SⅢ）
　3 月15日（日）～ 3 月19日（木）　　　　　3 月18日（水）京浜盃（SⅡ）

 （特別区競馬組合開催サービス課）

2020年のTCKトピックス！

	 開 催成績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数
１　日　平　均 前年度同時期対比（１日平均）

売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額
13 11/11～15 6,310,863,660円 626,917人 1,262,172,730円 125,383人 10,070円 108.5% 95.7% 113.4%

前回（2017年）のJBCの様子
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●無料バスのご案内
①大井町線（京急・東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門3番乗り場より運行
②大森線（京急バス）★TCK開催中のみ運行
　往路：JR大森駅（東口・C7番停留所）京急大森海岸駅経由
　復路：正門2番乗り場より運行
③錦糸町線（はとバス）　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　往路：JR錦糸町駅（南口） 復路：北門横バス乗り場より運行
●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅
　下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）
　下車、徒歩12分

■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円 ※第2、3駐車場
　は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
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3月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

京浜盃（SⅡ）
●3月18日（水）
●1,700m
4月からのクラシック戦線を間近に控え、期待の3歳馬が勢揃いするレースで
す。数多くのクラシック馬を輩出している伝統のレースで、クラシックロード
を占ううえで注目の一戦です。

2月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

金盃（SⅡ）
●2月5日（水）
●2,600m
2015年から2,600m
に変更し、国内最長距離
で争われるダート重賞と
なりました。古馬（4歳

以上）のトップクラスが集まり春の重賞戦線に向けて始動
します。長距離ならではのペース配分や位置取りが勝敗を
分ける場合も少なくなく、トップジョッキーたちの腕比べ
も見逃せないポイントです。

雲取賞（SⅢ）
●2月6日（木）
●1,800m
2018年まで準重賞とし
て実施していましたが、
2019年から重賞に格上
げされました。TCKで

行う年明け最初の3歳重賞となり、雲取賞→京浜盃→南関
東3歳クラシック三冠レースと続く路線を確立しました。

フジノウェーブ記念（SⅢ）
●2月26日（水）
●1,400m
TCKの名馬「フジノ
ウェーブ号」の功績を
たたえ、同馬が4連覇
した「東京スプリング

盃」を「フジノウェーブ記念」に改称し実施しています。
TCK唯一の1,400mの重賞で、４月の短距離レースの
大一番「東京スプリント」に向けて、有力馬が数多く出
走します。

京浜盃

フジノウェーブ記念

浦和競馬開催

船橋競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

大井競馬開催

金盃 雲取賞

浦和競馬開催

大井競馬開催 大井競馬開催

船橋競馬開催
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